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1950 年代の丹下健三の著作にみる伝統論の変遷

羽藤　広輔 信州大学

研究の目的と背景
本研究は，1950 年代の丹下健三の著作にみる伝

統論の変遷について明らかにするものである。

まず 1950 年代の伝統論争の概要 1 についてであ

るが，同論争は，主に，川添登が編集長を務めた

『新建築』誌において展開されたものであり，丹下

の作品と論考が掲載された 1955 年 1 月号を境に

議論が活発化したと考えられている。その代表的

な著作とみなされているのが「現在日本において

近代建築をいかに理解するか：伝統の創造のため

に」（『新建築』1955 年 1 月号／以下，55 年 1 月

論文）と「現代建築の創造と日本建築の伝統」（『新

建築』1956 年 6 月号／以下，56 年 6 月論文）で

あり，丹下の建築表現論が伝統との関連の中で語

られた。

その他，多くの建築家や評論家によって論争が

展開される中，新たな視点を提示したのが，『新建

築』1956 年 8 月号の白井晟一による「縄文的なる

もの」であり，白井は，縄文・弥生の対比による

伝統理解の構図を示した上で，江川氏旧韮山館を

「縄文的なポテンシャルを感じさせるめずらしい遺

構」であると評価した。後に，丹下が「弥生的な

もの」と「縄文的なもの」の関係から伝統を捉え

ようとしたのが，1960 年の写真集『桂　日本建築

における伝統と創造』に掲載された論考「日本建

築における伝統と創造－桂」（以下，『桂』論文）

であり，岡本太郎や白井晟一の影響が指摘されて

きた 2。

以上のような論争は，1955 年 1 月から 2 年程続

いて，次第に収束していった。後年，同論争では，

戦前からの伝統理解が基礎となったが，他に，〈「民

衆」の視座への共感〉，〈「空間」による伝統の把

握〉，〈「縄文的なもの」への関心〉が新たに登場し

たと総括されている 3。

また，丹下の伝統論について，弁証法的な創造

論や，揺れ動いた桂離宮への評価等，これまで度々

取り上げられてきたが，公刊された 1950 年代の

丹下の言説を網羅的に取り上げ，伝統論の展開を

詳細に検討した研究は報告されていない。

言説の系統的整理
本研究では，1950 年 1 月から 59 年 12 月まで

の期間に発表され，丹下個人の記名のある 112 件

の著作を分析対象とした。次に，対象とした資料

から，伝統論に該当する言説を，引用文として合

計 118 件，抽出した。さらに，抽出した引用文に

ついてその論旨ごとに分類した結果，43 の論旨に

分類する事ができた。

事例数として最も多かったのが，〈伝統と技術／

ソシアル・リアリズムとモダニズムによる対比的

理解〉であり，主に 1950 年代の前半に見られ，丹

下の弁証法的伝統論の端緒となった。それに次ぐ

〈対決し克服すべきもの〉としての伝統理解は，逆

に 1950 年代後半に見られ，丹下の同時期におけ

る伝統に対する基本的な姿勢として理解できる。

その他，〈形式的な伝統表現の否定〉は，伝統的な

ものを内容への評価なく形だけで取り入れること

を批判したものであり，比較的，時期の偏りなく

見られた論旨であるが，他の建築家にも多く見ら

れるものであり，同時代の建築家に共有された基
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本的な考え方と言える。また，桂離宮に関連して，

〈身辺的認識からでた「生活の知恵」の否定〉，〈自

然に対抗する人間の意志〉の重視も多く見られた

が，これについては，時期的に変化の見られた論

旨であり，次項で検討する。逆に事例の少なかっ

たもので注目されるのが，〈精神ではなく表現〉で

ある。55 年 1 月論文の言説であり，当時の丹下の

建築作品を見ても理解しやすい論旨であるが，そ

の他の機会ではほとんど見られなかった。また，丹

下の伝統表現において関連が深いと見られてきた

〈空間による伝統の把握（空間の無限定性）〉に関

する言及も，事例数としては少なかった。以降，そ

の主張に注目すべき変化が見られた論題について，

それぞれの論旨の変遷を明らかにする。

1950 年代の丹下健三の伝統論の変遷
まず，二項対立的な状況理解に基づく弁証法的

創造論は，1950 年代を通して見られ，1955 年 11

月の「建築と現代芸術」では，表裏一体の，伝統

と創造，民衆と作家という関係に整理されたが，

1960 年の『桂』論文では，上層の文化と民衆の文

化，弥生的なものと縄文的なもの，伝統と破壊と

いう形を取り，自身を重ね合わせる対象が，民衆

の側にシフトした。

その民衆の捉え方の変化を辿ってみると，『新建

築』および『建築文化』1956 年 10 月号の 2 論考

において，それまでの内的な自己と外的な民衆の

統一という弁証法的論旨に，民衆を創造の主体と

位置付け，そこに建築家が参画するという捉え方

が加わった。

一方，桂論の変遷に着目してみると，『桂』論文

に特徴的な言説とみなされてきた，上層文化と民

衆文化の交錯から桂離宮を捉える論旨は，既に『建

築文化』1955 年 8 月号の論考に見られ（同様の論

旨が『新建築』1955 年 2 月号の池辺陽の論考に見

られ，影響の可能性が指摘できる 4），また，その

対比に「弥生」と「縄文」を関係づける言説は，白

井の「縄文的なるもの」に先立つ，56 年 6 月論文

に見られた。

そうした中，ワビ・サビ的な消極的伝統観の否

定やそれを打ち破ぶるために自然に対抗する人間

の力強い意志を重視する桂批判の主張が変化して

いくきっかけとなったと考えられるのが，その論

理基盤としての「生活の知恵」なる概念の変化で

あり，それまで「身辺的」として否定的に用いら

れたものが，56 年 6 月論文では，典型化の過程の

描写と重なりながら「健康な生活の知恵」として

肯定的に扱われた。これと同様な，「生活の知恵」

の肯定的言及は『みづゑ』1956 年 5 月号における

イサム＝ノグチとの対談でも見られたことから，同

対談が，丹下の桂論変化における 1 つの分岐点と

なった可能性がある。

さらに，民衆の捉え方に変化が見られた前述の

2 論考では，「生活の知恵」の肯定的言及も見られ

ることから，この 2 論考が丹下桂論の変化に大き

く関わったと考えられ，もう 1 つの分岐点として

指摘できる。
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